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●気象の概況（太田地域気象観測所）

●地目別土地の面積●位置および面積



●地区別人口および世帯数

●人口動態（各年1月～12月）

●人口世帯数の推移



●議会運営の状況（平成29年1月～令和4年12月）

●歴代副議⾧（令和5年7 月末現在）

●歴代議⾧（令和5年7月末現在）



●議会の開催状況（平成29年1月～令和4年12月）



●特別委員会の開催状況（平成29年1月～令和4年12月）●常任委員会の開催状況（平成29年1月～令和4年12月）



●歴代副町⾧（令和5年7月末現在）

●歴代町⾧（令和5年7月末現在）

●最近の主な選挙の執行状況（令和5年7月末現在）



●歴代教育⾧（令和5年7月末現在）

●歴代収入役（令和5年7月末現在）



●行政機構図（令和5年4月1日現在）



●経営耕地規模別農家数（各年２月１日現在）

●農業の状況（各年２月１日現在）

●産業別就業者数（15歳以上）



●漁船勢力

●漁業生産高（各年１月～12月）

●牛乳生産量の推移（各年３月～翌年２月）●農業生産額



●工業の推移（各年６月１日現在）

●町有林種目別面積（令和4年4月1日現在）

●森林面積
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●観光客入り込み客数（各年度末現在）

●商業の推移



●電話加入状況（各年度末現在）

●町内自動車保有台数（各年度末現在）

●町内バス運行状況（各年度末現在）●道路の状況（各年4月1日現在）



●救急活動の状況（各年1月～12月）

●火災発生状況（各年1月～12月）

●消防組織（令和5年４月１日現在）

●消防整備状況（各年４月１日現在）

●交通事故（各年1月～12月）



●町有財産（令和4年度末現在）

●町税収入（各年度の次年５月31日現在）

●会計別決算

●令和４年度一般会計予算（当初）



●卒業後の状況

●学級、園児、児童、生徒および教職員数



●体育施設（令和5年３月末現在）

●保育所（令和5年4月1日現在）●町営住宅（令和5年3月末現在）●介護保険施設（令和5年4月1日現在）

●社会教育施設（令和5年３月末現在）



●身体障害者手帳交付状況（各年度末現在）

●後期高齢者医療制度の状況

●国民年金の給付状況（各年度末現在）

●国民健康保険（各年度末現在）

●生活保護の状況（各年度末現在）



●下水道施設（各年度末現在）

●主要死因別死亡者数（各年12月31日現在）

●し尿処理（各年度末現在） ●ごみ処理（各年度末現在）

●水道施設（令和5年4月1日現在）

●保健医療従事者数（令和5年4月1日現在）●衛生施設（令和5年4月1日現在）



●指定文化財（令和5年５月末現在）

●登録有形文化財（令和5年５月末現在）
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厚 岸 町 の 歩 み
西 暦 年 次 月 主 要 事 項

厚岸町にある砦跡・竪穴・貝塚とそれらの出土品からみて、すでに数千年前から人類が生活していたことが想像でき
る（先住民族）

1624／1643 寛永年間 松前藩、アッケシ場所を開設、運上屋を設ける
1643 寛 永 20 和蘭船カストリクム号厚岸湾に入り松前藩吏の訊問を受け薪水を求めて去る(これは本道で外国船来航の嚆矢である)
1697 元 禄 10 出羽の人佐藤信景、伝長坊らと６人で厚岸に来て米作を試みる

３年後帰国して開国新書を著す
1716／1735 享保年間 南部の商人辻文右衛門、厚岸山中から帆柱用の良材を伐採して江戸へ送る
1779 安 永 ８ 露西亜人チクシコイに来て交易を求めたが、松前藩吏国禁を説き食糧を与えて帰す
1786 天 明 ６ 幕吏 山口高品、青島軌起ら東蝦夷地を巡察し、厚岸は島中第一の良港たらんと称揚した
1789 寛 政 元 国後、目梨のアイヌ反乱。厚岸の長イコトイら近隣のアイヌを説伏し、追討吏を待って反乱を鎮めた。この乱で厚岸

の請負人飛騨屋久兵衛は免ぜられ、村山伝兵衛これに代わる
1790 同 ２ 最上徳内蝦夷草紙を著す
1791 同 ３ 東蝦夷道中記に弁天宮を建て置くの記録がある(牡蠣島弁天神社の創建は天明以前のようであるが、定かではない)

松前藩による勤番所の設置
最上徳内神明社を創建(厚岸神社の前身)
運上屋を改めて会所とする

1798 同 10 近藤重蔵神明社を重修してその由来を社頭に記す
1799 同 11 東蝦夷地は幕府の直轄とし同年６月29日官船政徳丸厚岸港に入港

厚岸・残緑別等に通行屋を設け、別寒辺牛に小休所を置いて通行を便にする
1804 文 化 元 国泰寺の寺号と設置が決定
1805 同 ２ 国泰寺初代住職文翁が赴任
1809 同 ６ 丹羽鑑次郎悪消場所大概書を書く

厚岸場所の真竜・シユセツペ・リルウ・ノテト・ホニコイ・ツクシコイ・琵琶瀬・落石の８カ所に番屋倉庫があり、
漁業は著しく進歩した

1813 同 10 米屋藤兵衛請負人となる
1818 文 政 元 竹屋長七請負人となる
1821 同 ４ 東蝦夷地は再び松前藩の支配に復する
1827 同 10 栖原六郎兵衛請負人となる
1831 天 保 ２ 厚岸場所ウライネコタンで夷国船乗組員と詰合足軽らが戦闘を交える
1838 同 ８ 山田文右衛門請負人となる
1843 同 14 前代未聞の大地震と津波あり。家屋の破壊75戸、船舶の破損61隻、溺死者45人に及ぶ
1844 同 15 厚岸に台場を築き、頭役以下55人医師１人大砲三門を備えて北辺の防備を固める

仏蘭西船バラサンドに来舶、燃料食糧を得て出帆する
1846 弘 化 ３ 疫病流行し、翌年まで夷人の死者154人に達する
1850 嘉 永 ３ 豪捕鯨船末広沖で難破する
1855 安 政 ２ 東蝦夷地は再び幕府の直轄となり箱館奉行の管轄となる
1858 同 ５ 松浦武四郎納沙布日誌を著す
1859 同 ６ 厚岸は仙台藩に賜り、同藩は陣屋を設ける（明治元年に撤去）
1861 文 久 元 大内余庵東蝦夷夜話を著す
1867 慶 応 ３ 幕府大政を奉還して王政復古となる
1869 明 治 ２ 蝦夷地開発のため開拓使を置く。蝦夷を北海道と改め、11国86郡を定める。この時に厚岸郡が設定された。厚岸郡な

ど佐賀藩に賜り、同藩は大属以下官吏を在勤させる(明治4年に罷免)場所請負人を廃止、榊富右衛門漁場持となる
1871 同 ４ ８ 佐賀藩の住民287人が厚岸、浜中に移住する
1872 同 ５ 厚岸郡は根室出張開拓使庁の管轄となる。厚岸海関所を設置

根室出張開拓使庁を根室支庁と改称。根室病院厚岸出張所設置(町立厚岸病院の前身)
鹿島萬兵衛漁場持となる

1873 同 ６ 厚岸郡に湾月町を置く
７ 根室支庁厚岸出張所を湾月町に設置

1875 同 ８ １ ４等郵便局として湾月局を設置(本厚岸郵便局の前身)
10 海関所を船改所と改称(船改所は明治20年、北海道水産税則の公布とともに廃止)

1876 同 ９ ５ 根室支庁厚岸出張所を厚岸分署と改称。大小区画制により北海道を36大区166小区に区画する（釧路国は第24大区、
厚岸郡は第３小区）

1877 同 10 ４ 浦役場を設置（根室支庁で浦役人事務章程を定める）
1879 同 12 ５ 湾月町に朝曦学校を設置し開校する（厚岸小学校の前身）

奔渡村に官営牡蠣缶詰所を設置（後に民営となる）
郡区編成法により厚岸分署を廃止して厚岸郡役所を設置、厚岸・釧路・白糠・阿寒・足寄・上川・網尻の７郡を管轄
する（明治14年網尻郡を網走郡に合併し、厚岸郡のうち落石・昆布森を花咲郡へ編入する）
この時、同時に戸長役所を設ける

11 根室警察署厚岸分署を湾月町に設ける。管轄区域は釧路国一円
1882 同 15 ２ 開拓使を廃止して札幌、函館、根室の３県が置かれ、厚岸郡など根室県の管轄となる

６ 根室始審裁判所厚岸治安裁判所を設置、管轄区域は釧路国一円
９ 湾月町の接続地に若竹町、松葉町、梅香町を新設する
12 厚岸登記所設置（同法省令）管轄区域厚岸・霧多布・真砂・昆布森・熊牛・白糠

1884 同 17 １ 厚岸郡のうち厚岸・小原内・帆似恋・辺土江の４村を廃し、奔渡村の一部を分け、湾月町ほか３町および奔渡村に合
併した。根室県が厚岸アイヌ救済のため別寒辺牛村に共同開墾地を設ける

10 電話局を設ける
1885 同 18 釧路郡役所の新設で、厚岸郡役所は厚岸郡だけの管轄となる

10 朝曦学校真龍分校開校する（真龍小学校の前身）
1886 同 19 １ 根室県など３県の廃止で札幌に北海道庁が設置され、同時に根室支庁が置かれて厚岸郡などその管轄となる

12 支庁の廃止で北海道庁の直轄となる
1888 同 21 ９ 私設消防組を創立し松葉町に本部を置く
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西 暦 年 次 月 主 要 事 項
1890 明 治 23 ３ 道庁令により太田村を設置。諸県の士族440戸を屯田兵として移住させる(明治26年現役を終わり、諸給与を廃される)

８ 太田村戸長役場を設置。大黒島に厚岸灯台を設置する。
1891 同 24 ３ 厚岸郡役所は釧路郡役所に併合して廃止となり、湾月町ほか３町７村戸長役場を設置する
1892 同 25 ３ 従来の郵便、電話局を併合して、厚岸郵便電話局が設置される
1894 同 27 根室監獄署厚岸分署が廃止された（設置は明治15年ころと思われる）
1897 同 30 釧路郡役所を廃止して釧路支庁を置き釧路・白糠・足寄・阿寒・上川・厚岸の６郡を管轄した
1900 同 33 ７ 一級町村制の施行により４町７村を合して厚岸町となり、戸長役場を廃して厚岸町役場を置く
1901 同 34 苫多第１簡易教育所、床潭簡易教育所を設立
1902 同 35 尾幌植民道路開通
1903 同 36 ４ 朝曦小学校を厚岸尋常高等小学校と改める
1905 同 38 若竹町で大火あり92戸焼失
1908 同 41 尾幌分水工事竣工
1909 同 42 厚岸町役場を湾月町から梅香町に移転新築する
1914 大 正 ３ 根室、厚岸間旅客自動車不定期運転開始
1916 同 ５ 厚岸電灯株式会社で真竜村に厚岸火力発電所を設置

真竜村、奔渡村を町に改める
1917 同 ６ 釧路厚岸間の鉄道開通（大正10年に根室まで開通）
1920 同 ９ ３ 町営真竜埋立工事竣工
1921 同 10 ３ 厚岸湖牡蠣島の植物群落が天然記念物に指定される（内務大臣指定）

４ 真龍小学校を真龍尋常高等小学校と改める
６ 厚岸森林事務所を設置（後に厚岸林務署となる）

1925 同 14 ７ 真竜町に厚岸家畜市場を開設
1926 同 15 ７ 厚岸警察分署を廃し、厚岸警察署を置く
1928 昭 和 ３ 11 本町真竜両桟橋の突堤成り、町営渡船を始める

真竜埋立地に海軍重油タンク２基設置される
1931 同 ６ ４ 町立厚岸家政女学校を設置（昭和11年実科高等女学校となり、同18年高等女学校となる）

９ 北海道大学理学部付属厚岸臨海実験所開設される。土佐捕鯨株式会社で厚岸事業場を設置（後に大洋漁業株式会社厚
岸事業所となる）

1932 同 ７ 北海道電灯株式会社で厚岸電灯株式会社を合併し、厚岸火力発電所を阿寒水力電気に切り換えて送電する
1935 同 10 ８ 高橋三吉司令長官の統率する帝国海軍連合艦隊82隻、実習のため厚岸湾に入港する
1936 同 11 町立厚岸病院を新設

３ 町立厚岸家政女学校を町立実科高等女学校に昇格
1941 同 16 ５ 湾月町に道立厚岸水産学校を設置
1943 同 18 ４ 実科高等女学校を町立厚岸高等女学校に昇格
1945 同 20 米軍艦載機の空襲で海軍重油タンク１基爆発炎上する（この年、太平洋戦争終結）
1947 同 22 学制改革により厚岸など中学校を設置する

厚岸簡易裁判所を設置
厚岸区検察庁を設置
土岐紀文、初代の公選町長となる

８ 真竜町に厚岸町役場真竜支所設置
10 消防組織法により厚岸消防団新発足する

1948 同 23 ４ 道立厚岸水産学校を道立厚岸水産高等学校（新制）に改める
高知、小島に中学校を設置
厚岸観光協会設立（初代会長奥田四郎氏）

５ 北海道海運局釧路支局厚岸分室開設（昭和40年出張所となる）
警察法の施行により厚岸警察署設置（町警）

1949 同 24 釧路土木現業所厚岸出張所開設（昭和29年事業所となる）
釧路国支庁厚岸税務出張所開設（昭和46年閉所）
日本国有鉄道厚岸自動車営業所開設（真竜地区バス運行）
釧路地方法務局厚岸出張所を設置

1950 同 25 ４ 道立厚岸水産高等学校に町立厚岸高等女学校を合併、男女共学となる
７ 町政施行50周年記念式典を挙行する
８ 釧路保健所厚岸支所設置（昭和28年廃止）

1951 同 26 １ 湾月町護岸災害復旧工事250ｍ完成。真竜町地先埋立工事竣工
４ 厚岸公民館末広分館開設
５ 道立釧路湖陵高等学校上尾幌分校（定時制）を設置（厚岸潮見高等学校の前身）
６ 北海道開発局釧路開発部厚岸派出所開設

大黒島海鳥繁殖地が天然記念物に指定される（文化財保護委員会指定）
漁港法により第１種床潭漁港指定される

10 漁港法により第３種厚岸漁港指定される
11 北海道大学理学部厚岸科学博物館開設。苫多防砂堤竣工

厚岸公民館真竜分館開設
12 厚岸灯台に霧信号所を付設

1952 同 27 ３ 十勝沖地震で震度５の強震と最大3.9ｍの津波が発生。（死者３人、重傷18人、家屋流失全壊50戸、半壊62戸、浸水
16戸、漁船被害156隻など。被害総額は約１億４千７百万円）

４ 道立釧路湖陵高等学校上尾幌分校を道立釧路江南高等学校上尾幌分校に改称
５ 町立真竜保育所開設。厚岸町教育委員会発足

厚岸観光協会を改組し、岸田利雄町長が２代会長に就任
６ 厚岸町警察署を廃止し国警厚岸地区警察署となる
11 学制改革により釧路江南高等学校上尾幌分校が第２種高等学校となり北海道厚岸上尾幌高等学校に改める
12 厚岸小学校全焼

1953 同 28 ４ 道立上尾幌診療所設置（昭和43年に廃し）。真竜町に道立厚岸家畜保健衛生所を設置（昭和43年に閉鎖）
義宮殿下が見学旅行のため来町（臨海実験所、牡蠣島などを見学）

８ バラサン地先に灯浮標設置
1954 同 29 ２ トライベツ小中学校設置
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1954 昭 和 29 ５ 暴風雨で漁船遭難３隻（行方不明24人）、中破２隻、小破９隻など被害多し

７ 国警厚岸地区警察署が道警厚岸警察署となる
厚岸小学校落成

1955 同 30 ４ 太田村南半分を編入合併する
厚岸道立自然公園指定される

10 真竜支所改築完成（厚岸町役場）
1956 同 31 若竹町護岸災害復旧工事244ｍ完成

腸チフス、赤痢の集団発生あり（罹病者230人）
11 新渡船ちどり丸就航（19.9ｔ）鋼船

1957 同 32 １ 厚岸、厚床間にレールバス開通
４ 門静に厚岸家畜と殺場開設（昭和41年に廃止）
６ 第３種厚岸漁港起工（総工事費３億円）

トライベツ開拓診療所開設
８ 第１回厚岸港まつり開催

1958 同 33 ７ 厚岸町役場庁舎を梅香町から真竜町に移転新築する
８ 湾月町の海産干場造成工事起工
９ 道道霧多布、厚岸線厚岸フェリー起工
10 厚岸、釧路間レールバス開通

1959 同 34 10 日本道路公団厚岸フェリー開通、厚岸丸（140ｔ）就航する
国泰寺日鑑記が有形文化財に指定される（北海道教育委員会指定）

1960 同 35 第１種床潭漁港着工（総工事費7,950万円）
５ 南米チリ沖の大地震で高潮の来襲あり、湾月町地区で家屋の浸水、魚介海藻の被害甚大

国泰寺跡、国泰寺仏牙舎利塔、国泰寺什器書画古文書、太田屯田兵遺品、正行寺本堂、先住民族の遺跡、床潭沼の緋
鮒生息地、逆水松、色古丹松、老桜樹10件を文化財に指定（厚岸町教育委員会指定）

1961 同 36 厚岸仲買協同組合青果卸売市場が再開（開設は昭和32年）
11 梅香町に厚岸町公民館を新築する

1962 同 37 真竜町を港町・真栄町・住の江町・宮園町・白浜町に区分する
白浜町に町立厚岸潮見高等学校（全日制）を設置。片無去開拓診療所開設（昭和43年に廃止）。真竜護岸工事着工
交通安全都市を宣言する。港町地先の土地区画整理事業着工（５カ年計画）
子野日公園が町立移管（子野日真一郎氏寄付）
本町に上水道給水開始（昭和38年度工事竣工）厚岸電報電話局設置（ダイヤル通話となる）
第３種厚岸漁港の背後地公有水面埋立工事竣工。床潭青年研修所落成

10 第１回かきまつり開催
1963 同 38 第３種厚岸漁港の第３次漁港整備計画工事着工（総工事費５億円）

尾幌干拓の第１期工事着工
町営門静自動車練習場を設置
小島部落に電気導入
トライベツの北半分を矢臼別演習場に編入。トライベツ部落に農電導入

1964 同 39 ３ 町立厚岸潮見高等学校が道立となる
上尾幌炭鉱閉山

８ 厚岸大橋架橋促進期成会設立
1965 同 40 明るく正しい選挙の町を宣言する

門静高台に厚岸無線方位信号所（コースビーコン局）を設置
10 厚岸駅新築、厚岸漁業協同組合事務所新築
12 町立末広小学校新築

1966 同 41 奨学金制度を制定
道営大別開拓パイロット起工（総事業費9,871万円）
神岩チャシ跡及び竪穴群が史跡に指定される（北海道教育委員会指定）

1967 同 42 湾月町１丁目など新地名を設定
港町に厚岸町産業会館を新築
国泰寺前に厚岸町郷土館を設置
国営尾幌開拓パイロット着工（総事業費５億5,100万円）

４ 都市計画街路、桜通り舗装事業着手
７ 門静に厚岸デッカー局設置
９ 厚岸信用金庫本店を真栄町１条通りに移転新築営業開始
10 太田屯田の赤松、太田屯田の桑並木、西野家行のう帳、太田屯田兵屋、池田家古文書５件を町文化財に指定

真龍中学校全焼
12 上尾幌学校給食共同調理場設置

1968 同 43 １ 門静に厚岸町衛生センターを設置操業開始
３ 町立トライベツ小中学校移転新築

町立厚岸病院を梅香町から住の江町に移転新築開院
厚岸大橋の架橋閣議で決定

４ 北海道百年記念事業厚岸町史編さん着手
町道筑紫恋道路特殊改良第２種工事着工（43年～47年継続）

11 宮園町に真龍中学校移転新築
1969 同 44 ５ 第３種漁港真栄町埋立工事着工（44年～46年）

厚岸大橋（道道霧多布、厚岸線）工事着工（44年～47年）
７ ＮＨＫ厚岸テレビ中継放送所（ＶＨＦ）開局（住の江町）
９ 大別地区大規模草地改良工事着工
11 湖内掘削事業着工（事業費4,400万円）

尾幌干拓工事（１期～７期）完了（総事業費５億7,900万円）
1970 同 45 ４ 船員法事務取扱い市町村に指定（海運局事務の一部）

７ 大別第２地区道営開拓パイロット事業着工（３年計画）
10 道立自然公園あやめヶ原展望台新築

道立自然公園子野日駐車場新築
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1970 昭 和 45 10 港町２号公園築造完了

11 厚静小学校新築工事完了
12 トライベツ飲料水施設工事完了（工事費２億4,466万円）

1971 同 46 ７ 厚岸町学校水泳プール新設（梅香町）
10 第３種漁港真栄町埋立地工事完了。厚静小学校屋体新設工事完了
11 ポンノ沢道路改良全線完了
12 末広生活館新設

1972 同 47 ２ 昭和46年度山村振興地域指定（第939号）
３ 厚岸町総合計画基本構想厚岸町議会第１回定例会にて議決
６ 町告示16号町民憲章並びに町の木・花・鳥を制定（47年６月１日）

太田地区畑地帯総合土地改良事業着手
７ 宮園公共用地造成工事着工（47年～50年継続）

ホマカイ橋永久橋架け換え工事着手（48年度完成）
郷土民謡ほか誕生（厚岸音頭・幸せにかける橋）
太田門静間道路着手

８ 厚岸町開基制定（寛政11年６月29日）
９ 厚岸大橋完成
11 厚岸町小島に海底水道管敷設

国道44号線バイパス工事完成
1973 同 48 ３ 厚岸地方職業訓練校新設

７ 町立真竜保育所改築
真竜保育所で３歳未満児保育開始

10 国泰寺跡地が国指定の史跡になる
苫多分館新設（木造平屋建）

11 大別大規模草地で冬期舎飼を実施
片無去小中学校校舎増改築完成（鉄骨造平屋建）

1974 同 49 ３ 厚岸町生活改善センター新築
４ 釧路東部消防組合業務開始

名誉町民西村退蔵氏町葬される
５ パイロットフォレスト山火事（焼失面積1,606ha、損害額１億2,030万円）
６ 上水道第３次拡張事業完成
７ 文化庁から文化財愛護モデル地区指定
９ 厚岸水産高等学校改築着手
11 桜通り舗装全線開通
12 尾幌小中学校校舎増改築完成（鉄筋コンクリート２階建）

太田地区公民館新築
1975 同 50 ３ 厚岸町史刊行

都市計画区域に太田の一部、門静、白浜町、住の江町の全域編集、1,456.7haになる
４ 「厚岸町公害防止ならびに環境保全に関する条例」制定
５ 低気圧災害により沖万別地区ほか地すべり発生、被害総額１億4,102万円
６ 総合消防庁舎新築
12 厚岸中学校校舎増改築完成（鉄筋コンクリート４階建）

1976 同 51 １ 潮見高校１間口増加決定（昭和51年４月から実施）
12 ごみ焼却処理場完成（機械化バッチ燃焼式焼却炉）

1977 同 52 ３ トライベツ小中学校閉校
５ フィールドアスレチックオープン（29ポイント）

1978 同 53 ４ 厚岸保育所新設（定員120人）
12 勤労者体育センターオープン

1979 同 54 あっけし望洋台新設
５ 厚岸小学校開校100年を迎える（25日）
６ 厚岸町開基180年を迎える（29日）
11 海洋センターオープン（体育館・艇庫）
12 公営住宅梅香団地の一部（４階建１棟24戸）完成

1980 同 55 ４ 社会福祉センターオープン（鉄筋コンクリート２階建）
７ 町制施行80周年を迎える（１日）

姉妹都市（オーストラリア・クラレンス自治体）の提携を目指し準備を進める
９ 町制施行80周年記念事業で札響コンサートを行う

1981 同 56 １ 第２期厚岸町総合計画、第１回臨時町議会において議決
２ 海洋センター武道館完成
４ 宮園保育所オープン（定員90人）
５ 特別養護老人ホーム「心和園」オープン（定員50人）
９ 宮園運動公園に全天候型テニスコート（２面）オープン

第21代町長村上忠次氏に名誉町民の称号を贈呈
10 日本栽培漁業センター厚岸事業場完成
11 青色申告と諸税完納の町を宣言
12 厚岸駅前広場の舗装工事が完成

太田中学校校舎改築完成（鉄筋コンクリート２階建）
1982 同 57 ２ オーストラリア連邦タスマニア州クラレンス自治体と姉妹都市を提携

３ 青少年非行防止の町を宣言
４ オーストラリア・クラレンス自治体ビル・バーナード自治体長夫妻来町
７ 宮園運動公園に海洋センター水泳プールがオープン
９ 第３回定例町議会で議員定数減少条例提案が可決（定数24人）

厚岸港から戦後初の海外直輸出（台湾へフィッシュミール）
10 子野日公園にサイクルモノレール（軌条走行自転車）がオープン
11 大正６年に開業した国鉄浜厚岸駅が廃止される
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1982 昭和 57 12 厚岸林務署新庁舎が完成（カラマツ加工材による木造平屋建）

公営住宅梅香団地完成（４階建２棟40戸、平屋建１棟４戸）
1983 同 58 ４ 奔渡保育所改築オープン（鉄筋コンクリート２階建・定員60人）

６ 厚岸郵便局が港町に移転新築工事完成（鉄筋コンクリート２階建）
ライオンズ・ロータリ両クラブが駅前広場に記念碑「飛翔」を建立

７ 厚岸道立自然公園の国定公園化折衝を始める
９ 厚岸、浜中両町相互間の通話を市内ダイヤル化する
10 港町１号児童公園の一画に町内初めてのゲートボール専用コートが完成

厚岸周辺海域総合開発事業（海洋牧場造成）が本格的にスタート
11 厚岸町観光10景を選定
12 社会福祉センターに大ホールが完成（鉄筋コンクリート一部２階建843.2㎡）

床潭地区漁村センターが完成（鉄筋造平屋建407㎡）
厚岸警察署尾幌警察官駐在所が完成（上尾幌駐在所を廃止）
門静地区集会所が完成（木造平屋建288.2㎡）

1984 同 59 ３ 床潭へき地保育所が完成（木造平屋建417.3㎡・定員60人）
６ 水産高校に潜水実習用プールを備えた多目的プールが完成
７ 厚岸小学校の新改築工事が始まる（３カ年計画）

大雨で被害続出（浸水家屋33棟、道路決壊、がけ崩れ、被害総額約２億1,000万円）
８ 宮園運動公園にゲートボール兼用テニスコートが完成（2,560㎡）

オーストラリア・クラレンス自治体ポール・カルバート自治体長夫妻が来町
９ 厚岸警察署本町警察官派出所が奔渡町に完成

定例町議会でシートベルト着用の町を宣言
1985 同 60 １ 宮園・白浜コミュニティセンターが完成（木造平屋建274.1㎡）

３ 中央公民館筑紫恋分館が完成（木造平屋建149.9㎡）
厚岸小学校新校舎１棟目が完成（鉄筋コンクリート３階建2,136㎡）

５ 国泰寺改築に伴う本堂、庫裡などの上棟式が行われる
９ 厚岸町表彰条例を制定
10 真龍小学校が開校100年を迎える
11 嘉永３年に末広沖で難破した豪州の捕鯨船イーモント号の遺留品海底調査が行われる
12 国泰寺の改築工事が完了（木造一部鉄筋744㎡）

尾幌郵便局の新局舎が完成（鉄筋コンクリート平屋建273㎡）
釧路支庁の厚岸合同庁舎が完成

1986 同 61 ３ 厚岸小学校新校舎２棟目が完成（鉄筋コンクリート３階建2,202㎡）
役場新庁舎の建設位置が国鉄浜厚岸駅跡地地区に決まる

４ 道立厚岸潮見高等学校改築のための設計費が決まる
５ 子野日公園に健康の森オープン（フィールドアスレチック、展望台、114ｍの長距離すべり台を設置）
９ 道東では初の障害者列車（ひまわり号）が釧路から厚岸を訪れる

子野日公園内にバーベキューハウスが完成（木造平屋建75㎡）
豪雨急襲で被害続出、被害総額11億6,857万5,000円）
第３回定例町議会で議員定数２人削減の定数条例改正案が可決（定数22人）

10 町立尾幌へき地保育所完成（木造平屋建190㎡）
太田地区コミュニティセンター完成

12 床潭地区漁業集落環境整備事業等完成（総工事費５億6,000万円）"
厚岸小学校増改築完成（昭和59～61年、鉄筋コンクリート３階建5,589㎡、11億6,000万円）

1987 同 62 ２ 厚岸町斎場完成（370㎡）
５ 緑のふるさと公園（アイカップ）一部供用開始
６ 厚岸町役場庁舎真栄町１条に新築着工（２カ年継続）

核兵器廃絶・平和の町を宣言
厚岸町吹奏楽フェスティバル初回開催

８ 真龍小学校大規模改修完成
９ 皇太子殿下ご夫妻行啓（日本栽培漁業センター厚岸事業場視察）
10 防犯の町を宣言

厚岸小学校校舎落成式挙行
宮園運動公園に硬式野球場着工

12 元厚岸町長名誉町民の村上忠次氏逝去町葬執行
第３種厚岸漁港湾月町１・２・３丁目地先埋立竣工
第３種厚岸漁港第７次漁港整備計画完了（昭和57年～62年実績49億2,960万円）

1988 同 63 第３種厚岸漁港第８次漁港整備計画着工
３ 厚岸町海事記念館完成（10月供用・鉄筋コンクリート一部鉄骨造1,493㎡）
５ 厚岸簡易裁判所廃止（釧路簡易裁判所に統合）
６ 公営住宅奔渡団地第２期工事完成（４階建24戸1,800㎡）

あっけし湖とその環境を考えるシンポジウム開催
道立厚岸少年自然の家厚岸町誘致促進期成会設立

7
~
8 菅原邦夫町長を団長とする一行33人、オーストラリア・クラレンス自治体を親善訪問
８ 厚岸町役場庁舎新築完成（真栄町１条２番地１、鉄筋コンクリート造３階建5,610㎡）
９ 町民広場完成、厚岸消防創設100周年記念式典及び祝賀会挙行
10 厚岸町役場旧庁舎（宮園町）から新庁舎（真栄町１条）に移転

真龍中学校大規模改造完成（第１回）
11 北海道大学理学部附属臨海実験所改修、博物館新築完成
12 真龍中学校増築完成（主として特別教室、鉄筋コンクリート造３階建822.52㎡）

1989 平 成 元 ３ 公社営畜産基地建設事業完了（約49億4,300万円）
５ 厚岸町開基190年記念植樹祭（25日）
６ 厚岸町開基190年記念高齢者特別表彰式（１日）

厚岸町開基190年記念式典ならびに厚岸町役場庁舎等落成式挙行
７ 筑紫恋キャンプ場が一部供用開始
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西 暦 年 次 月 主 要 事 項
1989 平 成 元 ７ 宮園運動公園に硬式野球場完成

９ 第44回国民体育大会ゲートボール大会開催
10 真龍中学校大規模改造完成（第２回）
12 片無去小中学校屋内運動場増改築完成（鉄骨造一部鉄筋コンクリート造584㎡）

1990 同 ２ ２ 道立厚岸少年自然の家厚岸町設置決定
３ 末広小学校閉校式
４ 温水プール完成
６ 別寒辺牛川流域に100ha以上の高層湿原が発見される
10 太田地区国営草地開発事業完了（セタニウシ団地460ha総事業費15億3,006万円）

太田地区国営草地等開発付帯事業完了（セタニウシ団地総事業費２億7,246万円）
太田小学校開校100周年記念式典
真龍中学校大規模改造完成（第３回）
道立厚岸潮見高等学校創立40周年・新校舎落成記念式典

11 国営直轄明渠排水事業完了（総事業費８億5,967万円、門静幹線4,019.65ｍ、沖万別支線1,897.22ｍ）
1991 同 ３ ２ 太田小学校屋内運動場の増改築完成（鉄骨造一部鉄筋コンクリート造607.578㎡）

３ 衛生センター改築（高負荷脱窒素処理方式）
上尾幌地区コミュニティセンターオープン（357.73㎡）

４ 厚岸町教育目標改訂
デイ・サービスセンターオープン（493.93㎡）

５ 太田屯田開拓記念館オープン
７ 山形県村山市と友好都市を提携
８ 語学指導などを行う外国青年招致事業に係る英語指導助手配置（アメリカ人）
９ 特別養護老人ホーム「心和園」に日本庭園完成（876㎡）
10 厚岸水産高校が開校50周年を迎える

公共下水道事業第１期工事着工（平成３年から12年まで、処理区域99ha）
12 町営住宅奔渡団地建替事業完成（４階建４棟72戸）

1992 同 ４ １ 正行寺本堂が町指定文化財から道東初の国の重要文化財に昇格
高知小中学校屋内運動場増改築完成（鉄骨造一部鉄筋コンクリート造609㎡）

２ 第１回厚岸町社会福祉大会開催
歌手松原のぶえさん「愛冠岬」ＣＤほか全国一斉発売

６ 第５回全国市町村花あやめ指定自治体交流会議（あやめサミット）開催
９ 台風17号で被害続出（浸水家屋48棟、道路決壊、地すべり）被害総額３億80万円
10 厚岸、標茶両町により別寒辺牛川、ホマカイ川流域環境保全協議会設立
12 道営太田地区畑地帯総合土地改良事業完了（総事業費22億2,900万円）

生活改善センター大規模改修完成（総事業費１億1,780万円）
厚岸霊園の一部供用開始（墓所区画数４㎡33区画、６㎡66区画、９㎡44区画）

1993 同 ５ １ 釧路沖地震発生で震度６の烈震（重軽傷26人、住宅被害580戸、総被害額は約25億1,800万円）
３ 太田小学校校舎の増改築完成（鉄筋コンクリート２階建1,473.343㎡）"
６ 北海道立厚岸少年自然の家がオープン

厚岸湖・別寒辺牛湿原がラムサール条約の登録湿地に認定される
1994 同 ６ １ 澤田昭夫町長ら一行４人が、姉妹都市オーストラリア・クラレンス市を親善訪問

２ 厚岸町老人保健福祉計画を策定
３ 高知小中学校校舎の増改築完成（鉄筋コンクリート２階建1,616.645㎡）
４ 友遊児童館がオープン

厚岸味覚ターミナル・コンキリエがオープン
10 北海道東方沖地震発生で震度６の烈震

（重軽傷４人、住宅被害89戸、国と北海道の管理施設以外の被害総額は約５億1,800万円）
12 末広道路完成（工期10年、延長1,325ｍ）

港通り完成（工期８年、延長1,100ｍ）
町営住宅白浜団地の建替事業完成（平屋４棟16戸、２階建５棟40戸）

1995 同 ７ ４ 厚岸水鳥観察館オープン
７ ロシア・サハリン州ホルムスク地区、チェーホフ市から訪問団来町
11 新築した町立厚岸病院に移転し、診療を開始
12 厚岸湖内地区船揚場完成

1996 同 ８ ２ 床潭小学校屋内運動場増改築事業完成（鉄筋コンクリート665㎡）
３ 実験所道路が完成（昭和56年度に着手、延長2,134ｍ、総事業費11億4,000万円）
３ 第１回定例町議会で厚岸町議会議員の定数を減少する条例の一部改正が可決（定数20人）
４ 子夢希児童館オープン

全国広報コンクールで広報誌「あっけし」が初入選（全国３位）
６ ごみ収集区域を町内全域に拡大
７ 厚岸情報館オープン
10 公共下水道一部供用開始

1997 同 ９ ２ きのこ菌床センターオープン
４ 在宅老人短期保護事業の専用ベッド10床を設置

行政手続条例を施行
５ 厚岸町木工センターオープン

厚岸・真龍・上尾幌・太田中学校が開校50周年を迎える
６ 姉妹都市オーストラリア・クラレンス市から33人の訪問団が来町。ホームステイ交流をする

尾幌中学校が開校50周年を迎える
９ 矢臼別演習場で沖縄在留アメリカ海兵隊が実弾砲撃訓練を実施
10 個人情報保護条例を施行

尾幌酪農ふれあい広場オープン
11 厚岸・真龍両中学校の開校50周年合同祝賀会開催
12 ＪＲ北海道バスが町内路線を廃止。くしろバスが路線を引き継ぐ
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西 暦 年 次 月 主 要 事 項
1998 平 成 10 ４ 上尾幌での菌床シイタケ栽培新規着業者を町外から募集（10戸）

10 宮園公園内にゲートボール場オープン(３面)
４ 太田さけ飼育池施設改築され稚魚731万尾を放流
７ 常陸宮様御夫妻が水鳥観察館を訪問（７月12日）
９ 上尾幌小学校を同中学校に併置（併置のため小学校改築、鉄筋コンクリート平屋建て703㎡、９月６日落成式）
10 厚岸町地域訪問看護ステーション開設（10月１日）

厚岸町湖南地区松葉町まちづくり整備促進期成会設立（10月６日）
尾幌地域・尾幌小学校開校100周年記念式典（10月10日）

11 山形県村山市と友好都市相互応援協定を締結（11月９日）
厚岸観光協会設立50周年記念式典（11月20日）
「厚岸カキシンポジウム」開催。試食会でシングルシードカキが好評（11月26日）

３ 床潭小学校新校舎完成（1,644㎡）
1999 同 11 ３ 糸魚沢小学校が休校となる（３月21日休校式）

５ 姉妹都市クラレンス市のブレット・マニオン氏を国際交流員として１年間採用
役場庁舎に総合的窓口「お客さま窓口」を設置（５月１日）
厚岸町カキ種苗センター完成（５月25日開所式。総工費約９億2,000万円）。シングルシード方式によるカキの種苗生
産が始まる

10 床潭小学校の落成式と開校100周年（平成13年）記念式典を併せて開催（10月31日）
11 厚岸町が電算化優良市区町村として全国表彰（11月15日）
11 宮園公園内にパークゴルフ場オープン（36ホール）
12 第４期厚岸町総合計画、第４回定例町議会で議決

宮園公園築造事業完了
１ 厚静小学校開校30周年記念式典（１月23日）

2000 同 12 ３ 厚岸町が環境マネジメントシステム国際規格ＩＳＯ14001の認証を取得（３月31日）
４ 厚岸漁業協同組合の新店舗がオープン（４月21日、総事業費３億5,000万円）
５ 保健福祉総合センター・あみか21オープン（５月１日落成式、鉄筋コンクリート２階建て・一部鉄骨、1,814.48㎡）
７ 町制施行100周年記念式典（７月15日）
10 片無去地区開拓・片無去小中学校開校50周年記念式典（10月23日）
11 デイサービスセンター増築部分（生きがい活動支援通所施設）完成（11月６日オープン、鉄筋コンクリート平屋建て

322.88㎡）
12 シングルシード方式のカキが初出荷（12月12日）

2001 同 13 ３ 厚岸町有機資源堆肥センター完成（鉄骨平屋建、2184.6㎡、総事業費４億4,443万円、６月より本格運転）
厚岸デッカ局撤去（３月22日）

４ 友好都市山形県村山市との職員相互交流が始まる
５ 釧路地方法務局厚岸出張所閉所（５月11日）
10 厚岸潮見高等学校開校50周年式典（10月28日）

2002 同 14 １ 若狹靖町長らの一行が、姉妹都市オーストラリア・クラレンス市を親善訪問
９ 子育て支援センター開設（９月１日）
10 友好都市山形県村山市より初の観光物産交流訪問団の一行23人が来町
11 字名改正事業を実施（平成21年まで）

2003 同 15 ３ 第１回定例町議会で厚岸町議会議員の議員定数を定める条例の一部改正案が可決（定数18人）
新厚岸町史 資料編 日鑑記（上） 刊行
厚岸町豊かな環境を守り育てる基本条例を制定
奔渡保育所閉所（３月31日）

５ トライベツ地区開拓50周年式典（5月31日）
９ 平成15年十勝沖地震発生で震度６弱を記録（厚岸町では軽傷者10人、家屋損壊88棟、被害総額約７億8,700万円）

姉妹都市締結21周年を記念し、オーストラリア・クラレンス市より訪問団の一行５人が来町
10 町営住宅宮園団地６号棟建設工事が完了（５階建20戸、総工費４億6,751万円）

2004 同 16 ４ 町内初、障がい者の共同作業所がオープン（４月５日）
５ 町と北海道大学北方生物圏フィールド科学センター、相互協力協定に調印（５月28日）
10 シングルシード方式のカキのネーミング「カキえもん」に決定

若狹靖町長を団長とする70人の訪問団が、友好都市山形県村山市の市制50周年式典に参列する
2005 同 17 11 ラムサール条約の登録湿地が拡張（381ヘクタールが追加登録され、登録湿地面積は5,277ヘクタールに）
2006 同 18 １ 山の手会館やまびこ'０５ が完成（木造平屋建、211.49㎡、総工費5,258万円）

３ 一般廃棄物最終処分場完成（第２期埋立地、総事業費約４億6,600万円）
４ ＩＳＯ14001、町の自主運用でシステム構築・運用を決定

地域包括支援センター開設
５ 第27代町長澤田昭夫氏に名誉町民の称号を授与（５月11日）
９ 若竹第２埠頭で初の総合防災訓練を実施
10 台風並みの低気圧による高潮で港町の道路が冠水するなど大きな被害（被害総額は５億円を超える）

ドイツからシーボルト協会の一行12人が来町
国の重要文化財に指定されている「正行寺本堂」の補修開始（平成20年10月完了）

12 第４回定例町議会で厚岸町議会議員の定数を定める条例の一部を改正（定数16人）
真龍小学校新校舎が完成（鉄筋コンクリート造３階建、総事業費約10億7,000万円）

2007 同 19 ４ 釧路開発建設部厚岸道路維持事業所が廃止
５ 新厚岸町史 資料編３ 自然・統計編 発行
７ 発達した低気圧による大雨の影響で土砂崩れ発生（奔渡町４丁目）
10 地上デジタル放送が視聴可能に（10月１日）

ごみ処理中間処理施設が完成（663㎡、工費1,858万円）
2008 同 20 ３ 厚静小学校閉校（３月31日）

４ 教育委員会生涯学習課が真龍小学校体育館に移転し、真龍小学校が生涯学習活動の利用可能に
尾幌、小島地区が簡易水道区域から上水道事業区域に

６ 姉妹都市オーストラリア・クラレンス市からローズベイ・ハイスクールの訪問団23人が来町
７ 厚岸漁港門静地区の副港整備が着工（平成23年度完了予定、事業費約18億円）



- 28 -

西 暦 年 次 月 主 要 事 項
2009 同 21 自治会連合会が創立40周年を迎えた

２ （新）厚岸町要覧を発行（Ａ４サイズから新書版へ変更）
３ 尾幌・上尾幌小中学校閉校（３月31日）
６ 「新厚岸町史」資料編２ 日鑑記下発刊
７ 宮園保育所１歳児保育開始
10 正行寺鐘楼が国の登録有形文化財に

ドクターヘリの運航開始
字名等改正事業が完了

12 「第５期厚岸町総合計画」第４回定例町議会で議決
2010 同 22 １ 厚岸産カキを使用した『オイスターブラック』発売

３ 港町地区の冠水対策が完了する（総額8,755万円）
厚岸保育所１歳児保育開始
厚岸町多機能共生型地域交流センター「コアぽんと きらく」開所
地積修正事業スタート（平成22年度から平成44年度）

５ 心和園増床工事完成（個室ユニット18床並びにショートステイ10床）
７ クラレンス市長・市議会議員が来町

町政施行110周年記念式典・ふるさと交流（７月１日）
９ 第３回定例町議会で厚岸町議会議員の定数を定める条例の一部を改正（定数13人）
11 町営住宅建設事業（まちなか団地）着手（木造平屋建１棟４戸）

2011 同 23 ３ 東日本大震災発生、約2.7ｍの津波の来襲により、住宅の床上･床下浸水のほか、カキ、アサリなどに甚大被害を受け
た（３月11日）

４ 床潭へき地保育所が休所（同年５月より地域の保護者による保育所運営委員会により、地域の保育所として運営）
厚岸漁港第１埠頭静穏度対策施設が完成

９ 宮園鉄北地区集会所建設事業着手
32年ぶりに水道料金を改定する条例可決
学校給食センターが完成（鉄筋コンクリート造２階建、総事業費5億3,130万円）

11 片無去小中学校閉校記念式典
真龍中学校が旧潮見高校跡へ移転

2012 同 24 １ 宮園鉄北地区集会所完成（木造平屋建、総事業費5,816万円）
３ 町営住宅建設事業（まちなか団地）完成（木造平屋建１棟４戸、総事業費6,489万円）
４ 厚岸町介護老人保健施設開設（23床）
11 姉妹都市提携30周年記念事業でオーストラリア・クラレンス市を訪問

『新厚岸町史』通史編 第1巻が完成
国指定「国泰寺跡」の山門・中門の保存修理工事が完了

2013 同 25 ３ 暴風雨続く異常気象（3月9日暴風雪、4月7日暴風雨、9月16日台風18号）
４ 災害対策基本条例を制定

第５次厚岸町総合計画の見直し作業開始
厚岸町未来まちづくり職員提案「i・チャレンジ提案」の実施
生ごみ分別収集を開始

７ 姉妹都市オーストラリア・クラレンス市から市長はじめとする一行が来町
2014 同 26 ４ 防災・減災対策の強化や国民保護の対策を含めた危機対策を専門に所管する「危機対策係」が新設される。

９ 「厚岸町に核廃棄物最終処分場はいらない」宣言
10 トライベツ地区のＴＭＲセンター完成、本格稼働
11 元厚岸町長名誉町民の澤田昭夫氏逝去町葬執行

若狹靖町長を団長とする28人の訪問団が、友好都市山形県村山市の「むらやま徳内まつり」20周年を記念し訪問す
る。

2015 同 27 ３ 宮園配水池供用開始
４ 厚岸町太田活性化施設「らくとぴあ」供用開始
５ 公式キャラクター「うみえもん」誕生

2016 同 28 １ 個人番号カード（マイナンバーカード）交付開始
５ JA釧路太田オリジナルの牛乳「あっけし極みるく65」店頭発売開始
６ ふるさと納税をした方に返礼品を提供開始

新厚岸町史 資料編４ 諸記録 発行
７ 選挙権年齢を「18歳以上」に引き下げる改正公職選挙法が施行され、初の選挙となる参議院議員選挙が行われた
８ 夏の甲子園で南北海道代表の北海高校が準優勝。厚岸町出身の２選手が主力メンバーとして勝利に貢献
11 厚岸蒸留所がウイスキーの製造を開始

「カキえもん」に続く新たな厚岸育ちのブランドカキ「弁天かき」誕生。
「牡蠣の日」である11月23日に出荷される。

2017 同 29 ３ 床潭小学校116年の歴史に幕、平成29年３月をもって閉校
４ 公共下水道と一元化処理する汚水処理施設において、し尿処理を開始した。衛生センターは３月31日をもって停止

５年ぶりに改定となった水道料金を適用
８ 厚岸蒸留所見学ツアー実施
９ 元厚岸町長名誉町民の菅原邦夫氏逝去町葬執行

釧路東部消防組合消防本部・厚岸消防署が移転新築され、業務開始
11 厚岸町出身の佐藤綾乃選手がスピードスケートで世界新

2018 同 30 ２ 佐藤綾乃選手が平昌五輪のスピードスケート女子3000㍍で８位入賞
佐藤綾乃選手が平昌五輪のスピードスケート女子団体パシュートでオリンピックレコードを記録して金メダル獲得
厚岸町営牧場の隔離牛舎が完成。附帯施設のパドックは2019年３月に完成予定
厚岸産ウイスキー「ニューボーン」の初出荷

３ 佐藤綾乃選手の凱旋パレードが行われ、厚岸町で初の栄誉賞を授与
４ ご当地サイダー「あっけしのサイダー（かき塩味）」の発売開始
６ 北海道横断自動車道「尾幌～糸魚沢」で２ルート案が示される
９ 北海道胆振東部地震の影響により、町内で２日間に及ぶ停電が発生
10 予約運行型バスの運行開始

厚岸町出身の佐藤龍世さんが埼玉西武ライオンズから７位で指名され、厚岸町初のプロ野球選手誕生
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2018 平 成 30 11 国泰寺を含む「蝦夷三官寺」が北海道遺産に選定

2019 令 和 元 ３ 厚岸町尾幌糸魚沢間が北海道横断自動車道新規事業化決定

４ 学校給食費の無償化開始

地域担当職員制度の開始
町立病院内に通所リハビリステーション事業所を開設

町営牧場隔離牛舎のパドック完成、供用開始

７ 防災行政無線戸別受信機のデジタル化及びIP告知端末の更新

９ むらやま徳内まつり25周年を記念し、山形県村山市で厚岸の獅子舞を披露

10 町内保育所・幼稚園の保育料・給食費を無償化

2020 同 ２ １ 可燃ごみの処理について、釧路広域連合への加入決定（1月7日）

２ 厚岸町自治会連合会創立50周年記念自治会交流会開催
シングルモルトウイスキー『厚岸ウイスキーサロルンカムイ』発売

東京厚岸会 記念の50回を迎える

３ 「第６期厚岸町総合計画」策定

まちなか団地３棟目完成（松葉・若竹地区 １棟６戸建、間取りは２ＬＤＫ）

コンキリエが道の駅満足度ランキングの食事メニュー部門で10年連続第1位

シングルモルトウイスキー『厚岸ウイスキーサロルンカムイ』が世界的な酒類コンペティション『サンフランシスコ

・ワールド・スピリッツ・コンペティション2020』において最優秀金賞を受賞
４ 海事記念館・郷土館・太田屯田開拓記念館の入館料無料化

新型コロナウイルス感染症拡大による町施設等の休館・休所・休校

千島海溝型巨大地震による津波浸水想定が公表され、厚岸町における最大沿岸津波高は、大黒島の『21・4㍍』、想定

される最大震度は『7』と公表

５ 第71回あっけし桜・牡蠣まつりの中止（1950年の第1回以来、初の中止）

全町民を対象に特別定額給付金10万円を給付

６ がんばろう厚岸応援券を交付（6,000円分の商品券）
町立厚岸病院にリンパ浮腫外来開設

スポーツバスの運行開始

７ 厚岸町立しんりゅう保育所供用開始（7月13日、開所式7月19日）

旧厚岸漁業協同組合地方卸売市場で最後の競りが行われ、58年の歴史に幕を下ろす

厚岸町要覧「厚岸 群青シンフォニー」を発行

国立アイヌ民族博物館（ウポポイ）で厚岸の丸木舟が展示の目玉に（7月12日開業）

８ 衛生管理型漁港施設及び厚岸漁業協同組合地方卸売市場が、厚岸漁港湖南地区で供用開始
10 町制施行120周年記念式典（10月2日）

第58回あっけし牡蠣まつりの中止（1963年の第1回以来、初の中止）

フルボトル（700㎖）ウイスキー『厚岸シングルモルトウイスキー寒露』発売（二十四節気シリーズ第１弾）

12 『新厚岸町史』通史編第２巻発行

2021 同 ３ １ 御供山避難階段が完成、共用開始。頂上付近に避難広場を併せて整備

２ 環境省の中央審議会自然環境部会において、『厚岸霧多布昆布森国定公園（仮称）の指定および公園計画の決定につ

いて』が審議され、『諮問のとおりとすることが適当である』と決定
３ 厚岸霧多布昆布森国定公園指定（3月30日）

新型コロナウイルスワクチン接種対策室を新たに設置

ゼロカーボンシティ、第１回定例町議会で表明（道内7番目、国内309番目）

４ 新型コロナウイルスワクチン、医療従事者等への接種開始

厚岸消防団初の女性消防団員が入団

児童生徒１人１台タブレット端末の本格運用開始

５ 第72回あっけし桜・牡蠣まつりの中止
新型コロナウイルスワクチン、高齢者等への接種開始

６ 厚岸町長選挙、無投票当選により若狹靖町長が再選

第２弾がんばろう厚岸応援券を交付（5,000円分の商品券）

厚岸消防団第一分団庁舎落成記念式典（6月27日）

国土交通省が厚岸グルメパークを『防災道の駅』として選定

７ 若狹町政６期目がスタート（7月13日）

厚岸港まつり、厚岸夏まつりの中止
厚岸町立あっけし保育所供用開始（7月12日、開所式7月18日）

８ JR花咲線全通100周年

10 全国豊かな海づくり大会推進係を新たに設置

JA釧路太田ブランドの新たな商品として『極みるく食パン』の販売が開始

第59回あっけし牡蠣まつりの中止

北海道太平洋沿岸で赤潮が発生し、厚岸町を含む各地で大きな被害

11 町内の飲食店限定で、厚岸ウイスキー『牡蠣の子守唄』の提供開始

12 厚岸霧多布昆布森国定公園指定記念式典（12月17日）
まちなか団地４棟目完成（松葉・若竹地区 １棟４戸建、間取りは２ＬＤＫ）

2022 同 ４ ２ オーストラリア・クラレンス市との姉妹都市提携が40周年の節目を迎える

佐藤綾乃選手が北京五輪のスピードスケート女子3000㍍で9位入賞

佐藤綾乃選手が北京五輪のスピードスケート女子1500㍍で4位入賞

佐藤綾乃選手が北京五輪の女子団体パシュートで銀メダル獲得

佐藤綾乃選手が北京五輪の女子マススタートで8位入賞

３ 佐藤綾乃選手の凱旋パレードが行われ、厚岸町で初の『栄誉賞特別賞』を授与
コンキリエが道の駅満足度ランキングの飲食部門で12年連続第１位

４ 町税や保険料などの支払いにスマホ決済アプリを導入

上尾幌郵便局において住民票や戸籍等の申請・交付事務の委託が開始

５ あっけし桜・牡蠣まつりが３年ぶりに開催される

６ あっけしあやめまつりが３年ぶりに開催される

９ 厚岸大橋開通50周年の節目を記念し、町民から要望を集約して『厚岸大橋を歩いてみよう』や『厚岸大橋絵画展』な

ど複数の記念事業を実施
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2022 同 ４ 10 あっけし牡蠣まつりが３年ぶりに開催される

厚岸町民花火大会が３年ぶりに開催される

第42回全国豊かな海づくり大会北海道大会の１年前プレイベントとして『豊かな海づくりフェスタ2022』が

開催される
11 友好都市の山形県村山市においてふるさと産業フェア『厚岸物産展』が３年ぶりに開催される

コンキリエにおいて『村山秋の味覚市』が３年ぶりに開催される

2023 同 ５ １ 多目的屋内スポーツ施設『あすた』供用開始

２ 太田地区公民館跡地に大型防災備蓄倉庫が完成

３ コンキリエが道の駅満足度ランキング飲食部門で13年連続第１位

４ 統一地方選挙、無投票当選により町議会議員が再選

厚岸消防団第４分団庁舎が移転
厚岸味覚ターミナル・コンキリエが30周年を迎える

７ 山形県村山市商工会と北海道厚岸町商工会盟友商工会が締結30周年を迎える

友好都市子ども交流事業が４年ぶりに開催

９ 天皇皇后両陛下ご臨席の下、第42回全国豊かな海づくり大会北海道大会が開催され、あわせて豊かな海づくりフェス

タ2023を開催



（令和5年４月１日現在）


